
324）当直 

 ある日当直で夜７時過ぎまで会社にいると、外線で電話がかかってきて、 

｢もしもし、佐藤さんのお宅でしょうか？」という。 

｢ここは会社の方で佐藤の家ではありません。佐藤はもう帰りましたが。」と言うと、

「そうでしたか。それでは奥さんはいらっしゃいますか？」と馬鹿なことを言うから、 

｢ですからここは会社で、佐藤の自宅ではありませんが！」 

｢ええ分かってます。ですからアノ―奥さんはまだいらっしゃいますでしょう

か？」「佐藤の奥さんは…」といいかけてはたと気がついた。そういえば佐藤と

一緒に去年まで仕事をしていた奥という女性がいたのだった。彼女は今は他の

セクションに異動したが、その奥のことを言ってるのか。 

｢奥は他のセクションに異動となりまして、現在ここにはおりませんが。」 

これでやっとコミュニケーションは完了したのだが、バッカヤロウ紛らわしい

名前つけるんじゃネーよ。と言いたかったが、本名なのだから仕方ない。 


